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1.はじめに 

2006 年 7 月に、信州大学山地水環境教育研究セン
ターは、山岳科学総合研究所の1部門となったが、前
身の理学部臨湖実験所の時代より、諏訪湖の水質調査
を継続して行ってきている。1997年には1977年から
1996年、2002年には1997年から2001年の調査結果
をまとめ報告している。今回は、2002年から2006年
までの5年間の調査結果をまとめ、ここに報告する。 

 
2.方法 

2-1．試料採取 
諏訪湖湖心（36゜02’ 50” N、138゜05’ 14” E）にお
いて、2002年から 2006年の 5年間、結氷期の 1・2
月を除く3～12月に、原則として隔週で調査を行った。  
湖水は、水深を測定した後、湖面から湖底上約10cm
までの湖水を、アクリル樹脂製カラム型採水器（内径
5cm、長さ2m）によって、3回に分け採取した。これ
らをよく混合した後、ポリエチレン製のボトルに入れ
持ち帰った。同時に、水深別の湖水を、バンドーン採
水器を用いて採取した。湖心では白色のセッキー板（直
径 30cm）を用いた湖水の透明度、溶存酸素計による
水深別の水温・溶存酸素濃度、光量子計による水中照
度、および、pH計 ・電気伝導度計による水質測定を
行った。 
また、直径15cmのロートをつけたフラスコを水深

5mに24時間沈め、新生沈殿物を集めた。 
試料は採取後、ガラス繊維濾紙（GF/C）で濾過し、

得られた濾液を原液と共に、分析時まで－20℃で冷凍
保存した。 

 
2-2．分析方法 
2-2-1．水中懸濁物質（SS）およびその強熱減量（IL） 
試料水を予め秤量したガラス繊維濾紙（GF/C）で吸
引濾過し、濾過後の濾紙を 100度の乾燥機中で 24時
間乾燥させ、デシケーター中で放冷した。電子天秤で
濾紙ーを秤量し、その増加重量を SS量とし、濾過量
で除して、SS濃度を求めた。 
さらに、上記濾紙を電気炉中で450度3時間加熱し、
デシケーター中で放冷した。電子天秤で濾紙を秤量し、
その減少重量をSSの ILとし、濾過量で除して、試料
の IL濃度を求めた。この IL量は水中懸濁態有機物量
の指標として用いた。 
2-2-2．クロロフィル（Chl.a）濃度 
試料水をガラス繊維濾紙（GF/C）で吸引濾過し、直
ちにフィルターを 10ml のメタノールで抽出し、
Maker法に従い、Chl.a濃度を求めた。また、40μm
メッシュのネットを用い、懸濁粒子を分別し、粒径別
Chl.a濃度も求めた。これら Chl.a濃度は、水中の植
物プランクトン量の指標として用いた。 
2-2-3．化学的酸素要求量（COD） 
 試料水原液または濾液について、酸性過マンガン酸
カリウム法で分析し、T-CODまたはS-CODを求めた。 
2-2-4．亜硝酸（NO2-N）濃度 
 試料水濾液について、BR法で測定を行った。 
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2-2-5．アンモニア態窒素（NH4-N）濃度 
 試料水濾液について、インドフェノール法で測定を
行った。 
2-2-6．溶存態全窒素（DTN）濃度 
 試料水濾液をペルオキシ二硫酸カリウムで分解後、
紫外線吸光光度法により測定を行った。 
2-2-7．全窒素（TN）濃度 
 試料水原液をペルオキシ二硫酸カリウムで分解後、
紫外線吸光光度法により測定を行った。 
2-2-8．溶存態反応性リン（RP）濃度 
 試料水濾液について、アスコルビン酸還元法で測定
を行った。 
2-2-9．溶存態全リン（DTP）濃度 
 試料水濾液をペルオキシ二硫酸カリウムで分解後、
アスコルビン酸還元法で測定を行った。 
2-2-10．全リン（TP）濃度 
 試料水原液をペルオキシ二硫酸カリウムで分解後、
アスコルビン酸還元法で測定を行った。 
2-2-11．塩化物イオン、硝酸態窒素、硫酸イオン濃度 
 イオンクロマトグラフで試料濾液を分析し、塩化物
イオン（Cl-）、硝酸態窒素（NO3-N）、硫酸イオン（SO42-）
濃度を求めた。硝酸態窒素濃度（NO3-N）は、この硝
酸イオン濃度から求めた。 

 
３．結果 

 以下、測定項目順に5年分の測定結果を示す。空欄
は、測定を行っていないことを示している。 
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諏訪湖定期調査のデータを利用される方へ 

 本報告に掲載されたデータを利用する際は、必ず本
報告からの引用であることを明記してください。 
 なお、本データはEXCEL形式のファイルとなって
おりますので、その入手を希望される方は、山岳科学
総合研究所・山地水域保全学部門（宮原）に問い合わ
せてください。データを実費にてお分けいたします。 
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